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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間における世界経済は、中国をはじめとする新興国における経済成長の鈍化はみられる

ものの、米国や欧州においては、緩やかながら景気回復基調が続きました。国内においては、企業業績に改善が見

られるなど緩やかな回復基調にありますが、輸出や鉱工業生産が新興国経済の減速の影響を受け、横ばいが続いて

いることなどから、先行きに一部懸念が生じています。

 このような経済環境のもと、当社グループにおいては、お客様の信頼と期待を獲得するため、事業部主導経営へ

の転換を図り、社員一人一人が自分の責任を果たし、品質、スピード、実行にこだわり、グローバルな競争の中

で、さまざまなお客様の問題を解決し、お客様からありがとうと感謝される体制作りを進めております。

 販売面では、当社グループの主な市場である工作機械、産業機械、建設機械市場におきましては、国内需要が堅

調に推移しており、前年同期の売上高を上回る結果となりました。また、半導体、液晶製造装置関連市場におきま

しても、設備投資が増加傾向にあり、前年同期の売上高を上回りました。

 この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は89億42百万円（前年同期比10.0％増）となり、営業利益は14億

36百万円（前年同期比13.3％増）、経常利益は13億77百万円（前年同期比13.1％増）、親会社株主に帰属する四半

期純利益は８億円（前年同期比3.6％増）となりました。 

 

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

当社は製品構成から以下４事業所を報告セグメントとしております。

（静岡事業所）

 半導体及び液晶製造装置関連市場向けのクリーンなバルブ、配管ユニット等を生産しており、半導体・液晶関連

製造メーカーからの受注が順調に伸び、売上高は16億74百万円（前年同期比21.2％増）、セグメント利益は３億85

百万円（同57.6%増）となりました。

（岐阜事業所）

 一般産業の油空圧配管用の継手、バルブ等を生産しておりますが、重点市場である建設機械・工作機械市場向け

は、底堅い需要に支えられ、売上高は34億61百万円（前年同期比5.3％増）、セグメント利益は12億32百万円（同

1.3％減）となりました。

（山形事業所）

 半導体及び液晶製造装置関連、さらに分析・各種計装及び食品・パワープラント・化学市場に向けての継手、バ

ルブ等を生産しており、半導体・液晶関連製造メーカーからの受注が堅調に推移しており、売上高は29億１百万円

（前年同期比13.9％増）、セグメント利益は８億35百万円（同3.4％増）となりました。

（IPEC岐阜事業所）

 流体別・用途別に最適な配管システムを提供することを目標にロング継手、カセット生産、配管設計・施工を行

っており、建設機械関連の受注が堅調に推移しており、売上高は10億９百万円（前年同期比5.0％増）、セグメン

ト利益は２億14百万円（同14.9％増）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明 

（資産の部）

 当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ７億84百万円増加し、158億22百万

円となりました。これは、現金及び預金が１億53百万円増加したこと、受取手形及び売掛金が２億61百万円増加し

たこと、有形固定資産が１億88百万円増加した反面、投資有価証券が72百万円減少したことによるものでありま

す。

（負債の部）

 当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ15億82百万円増加し、57億75百万円

となりました。これは、主に短期借入金が４億３百万円増加したこと、賞与引当金が１億17百万円増加したこと、

長期借入金が14億98百万円増加した反面、未払法人税等が２億７百万円減少したこと、退職給付に係る負債が１億

35百万円減少したことによるものであります。

（純資産の部）

 当第３四半期会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ７億97百万円減少し、100億46百万円

となりました。これは、親会社株主に帰属する四半期純利益８億円と配当金支払い２億58百万円により、利益剰余

金が５億41百万円増加した反面、自己株式が13億17百万円増加したことによるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成28年３月期の通期の連結業績予想につきましては、平成27年５月14日に公表した予想数値に変更はありませ

ん。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（企業結合に関する会計基準等の適用）

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平

成25年９月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更を行っております。当該

表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及

び連結財務諸表の組替えを行っております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,537 3,691 

受取手形及び売掛金 3,710 3,972 

商品及び製品 330 338 

仕掛品 374 472 

原材料及び貯蔵品 796 871 

繰延税金資産 73 107 

その他 152 181 

流動資産合計 8,976 9,634 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 1,434 1,528 

機械装置及び運搬具（純額） 490 640 

土地 1,420 1,420 

建設仮勘定 104 27 

その他（純額） 42 63 

有形固定資産合計 3,493 3,681 

無形固定資産 104 122 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,914 1,841 

長期貸付金 1 15 

関係会社長期貸付金 28 37 

生命保険積立金 69 75 

繰延税金資産 408 373 

その他 41 40 

貸倒引当金 △0 △0 

投資その他の資産合計 2,463 2,383 

固定資産合計 6,061 6,187 

資産合計 15,037 15,822 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 533 556 

短期借入金 363 767 

未払金 275 215 

未払法人税等 374 167 

賞与引当金 － 117 

役員賞与引当金 27 － 

その他 216 161 

流動負債合計 1,791 1,986 

固定負債    

長期借入金 545 2,043 

退職給付に係る負債 1,449 1,313 

役員退職慰労引当金 194 215 

資産除去債務 54 55 

長期預り保証金 157 161 

固定負債合計 2,402 3,789 

負債合計 4,193 5,775 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,564 1,564 

資本剰余金 618 618 

利益剰余金 10,171 10,713 

自己株式 △1,674 △2,991 

株主資本合計 10,679 9,903 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 95 81 

為替換算調整勘定 69 61 

その他の包括利益累計額合計 164 143 

純資産合計 10,844 10,046 

負債純資産合計 15,037 15,822 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

売上高 8,130 8,942 

売上原価 5,622 6,182 

売上総利益 2,508 2,759 

販売費及び一般管理費 1,241 1,322 

営業利益 1,267 1,436 

営業外収益    

受取利息及び配当金 12 23 

為替差益 45 1 

その他 9 4 

営業外収益合計 67 29 

営業外費用    

支払利息 8 8 

売上債権売却損 3 2 

持分法による投資損失 66 70 

複合金融商品評価損 30 1 

その他 8 6 

営業外費用合計 117 89 

経常利益 1,217 1,377 

特別損失    

投資有価証券評価損 － 100 

特別損失合計 － 100 

税金等調整前四半期純利益 1,217 1,277 

法人税、住民税及び事業税 480 468 

法人税等調整額 △35 7 

法人税等合計 445 476 

四半期純利益 772 800 

親会社株主に帰属する四半期純利益 772 800 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

四半期純利益 772 800 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 68 △14 

持分法適用会社に対する持分相当額 14 △7 

その他の包括利益合計 83 △21 

四半期包括利益 856 779 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 856 779 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は、平成27年10月20日開催の取締役会決議に基づき、自己株式1,550,000株の取得を行いました。この結果、

当第３四半期連結累計期間において自己株式が1,317百万円増加しております。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
  静岡事業所 岐阜事業所 山形事業所 

IPEC岐阜
事業所 

計 

売上高              

外部顧客への売上高 1,380 3,216 2,411 960 7,969 160 8,130 

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
1 68 135 － 205 － 205 

計 1,381 3,285 2,547 960 8,175 160 8,336 

セグメント利益 244 1,248 807 187 2,487 52 2,540 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない商品売上、及び不動産賃貸収入等であります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項） 

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 2,487

「その他」の区分の利益 52

セグメント間取引消去 △32

全社費用（注） △1,211

棚卸資産の調整額 △29

四半期連結損益計算書の営業利益 1,267

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
  静岡事業所 岐阜事業所 山形事業所 

IPEC岐阜
事業所 

計 

売上高              

外部顧客への売上高 1,673 3,400 2,697 1,005 8,777 165 8,942 

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
0 60 203 3 268 － 268 

計 1,674 3,461 2,901 1,009 9,045 165 9,211 

セグメント利益 385 1,232 835 214 2,668 60 2,729 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない商品売上、及び不動産賃貸収入等であります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 2,668

「その他」の区分の利益 60

セグメント間取引消去 △38

全社費用（注） △1,252

棚卸資産の調整額 △1

四半期連結損益計算書の営業利益 1,436

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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